
学校名 狭山市立山王中学校 

本校児童会生徒会は、「さやまっ子の誓い」を 

 

承認します  ・  承認しません。 

 

本校のいじめ防止に関する実践 

柱①＜互いに認め合い、支え合い、助け合う集団づくりの取組＞ 

【生徒会の活動】 

・多くの人が通行する、２階の中央廊下に「さやまっ子の誓い」を掲示した。 

・各学年の廊下に、「さやまっ子の誓い」を掲示した。 

・「服装を正そうキャンペーン」を行い、本部役員が全クラスを訪問して呼びかけを行った。 

 

【道徳での活動】 

・ローテーション道徳を実施して、様々な先生の価値観や考え方、経験を学んだ。 

・いじめ等をテーマとした授業を実施した。 

 

【学級活動】 

・休校中の宿題に、「よりよい人間関係を作るにはどうしたら良いか」を、考えさせた。 

⇒学校が始まった時の初めての学活で、「どういうことに気を付けながら人間関係を作ったら良いか」に

ついて発表し、意見を交換した。 

・学期末に「Thank ｙｏｕカード」（⇒2ページ目参照）や「感謝状」をクラスメイトに向けて作成し、

「給食委員を頑張ってくれてありがとう」「いつも一緒にいてくれてありがとう」など、学期を通して

の感謝の気持ちを互いに送り合った。まず、班の人には全員書く。次に、書きたい人に書くとすると、

全員の手に必ず渡るように工夫した。 

・行事の後にも、上記と同様の「Thank ｙｏｕカード」の時間を設けて、団長や体育祭実行委員、指揮

者、伴奏者、合唱祭実行委員に感謝の気持ちを伝え、互いに褒め合い、認め合う活動を行った。 

 

柱② ＜生命や人権を尊重し、豊かな心を育成するための取組＞ 

【教育相談】 

・スクールカウンセラーによる全校生徒に向けたアンケート「こころの健康調査」を行った。 

 ⇒２ページ目参照 

 

【人権教育】 

「ＬＧＢＴについて考える」 

・性の多様性について考える授業を社会科教員が行った。 

⇒本授業の目的は、「性的マイノリティ（ＬＧＢＴ）の未来について考える。」 

（授業での生徒の意見） 

・普通を取っ払って、個性を尊重するようにしていきたい。 

・多数に流されることなく、少数にも耳を傾ける。 

・ＬＧＢＴについてもっと知ろうとする気持ちが大切だと思った。 

・自分と違うという理由で偏見を持ったり、それを口に出した時に少数になってしまう人を傷つけてしまうことを考え、思いやりを持



つことが大切だと思いました。 

＊Ｔｈａｎｋ ｙｏｕカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊こころの健康調査アンケート

用紙 

 


